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§１．研究実施体制  

 

（１）「大阪大学」グループ 

① 研究代表者：細貝 知直 （大阪大学光科学センター、特任准教授） 

② 研究項目 

・レーザーバーチャルカソード研究開発 

・電子輸送／光同期オプティクス研究開発 

・物質ダイナミクス研究 

 

（2）「島根大学」グループ 

① 主たる共同研究者：荒河一渡 （島根大学 総合理工学部 物質科学科、准教授） 

② 研究項目 

・電子輸送／光同期オプティクス研究開発 
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実績報告 

実績報告 
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§２．研究実施の概要  

 

２−１レーザーバーチャルカソード(LVC)研究開発（阪大グループ） 

 超高時間空間分解能電子イメージング(フェムト秒オーダー、原子〜サブナノスケール)に用いる

極短性・大電荷量性・低エミッタンス性・高い単色性を同時に併せ持つ電子ビーム源をレーザー航

跡場加速（LWFA）スキームで実現する。昨年に続き、多段レーザー航跡場加速の整備として、入

射器のさらなる安定化と追加速航跡場の安定生成に取り組んだ。まず、再現性の高い極短入射電

子をプラズマから得る為に、レーザーパルス波形制御の改良、外部磁場印等によるプラズマ制御

技術開発、ガス標的装置の改良を行い、よ

り高い位置精度（昨年度達成値の 10倍以

上の精度）での電子ビームの発生とステア

リングの技術を確立した。さらに、プラズマ

マイクロオプティクスの開発を進め、入射

極短電子ビームのエネルギーの増幅と単

色化を追求するための追加速レーザー航

跡場（光キャビティー）の安定生成を確認

した。 

 

２−２電子輸送／光同期オプティクス研究開発 （阪大グループ・島根大グループ） 

 レーザー航跡場から発生する電子ビームをイメージング標的までにパルスの極短性を維持したま

ま輸送し、輸送途中にエネルギースペクトルの準単色化も行うビーム補償輸送技術の開発を行っ

てきた。LWFA からの指向性の高い電子ビーム発生法とその方向制御法、さらに、追加速航跡場

の安定生成法を確立したことにより、従来加速器に用いられるビームオプティクス（電磁石、永久磁

石等）を用いてレーザ

ー航跡場加速の電子

ビームを長距離輸送

する目処が立ち 、

LWFA 加速器ビーム

ライン（イメージングプ

ラットフォーム）を構築

し 7.5m の伝送とビー

ム集束に成功した。ビ

ームラインの構築に

際しては、極短電子イ

メージングの条件を考

慮して電子輸送の設

計とあわせて検討を

行った。 

 

図 2-2 LWFA電子ビームラインとその全景、電子ビームの集束スポット。 

 

 

図 2−1 正確な電子ビームのステアリング 
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